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別定 GI 中京 赤…GOOD妙味大な馬  青…BAD危険な馬

紫…DARKHORSE穴馬

枠番 名前 騎手 父 父系統 母父 母父系統 血統 適性 能力 ﾃﾞｰﾀ ﾍﾟｰｽ 総合 人気 印 結果 大駆値

1 タイムフライヤー 藤岡佑 ハーツクライ サンデーサイレンス ブライアンズタイム ロベルト A B C B A B 7 △2 8 -1 

2 ゴールドドリーム 和田竜 ゴールドアリュール サンデーサイレンス フレンチデピュティ ヴァイスリージェント C B C D B C 3 ☆ 2 1

3 メイショウワザシ 高倉 アイルハヴアナザー ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ マンハッタンカフェ サンデーサイレンス C D E C D E 15 消 15 0

4 エアアルマス 松山 Majestic Warrior エーピーインディ Empire Maker ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ C C C C C C 8 消 10 -2 

5 クリンチャー 三浦 ディープスカイ サンデーサイレンス ブライアンズタイム ロベルト B C C B C C 5 △1 11 -6 

6 エアスピネル 福永 キングカメハメハ キングマンボ サンデーサイレンス サンデーサイレンス B D C C C D 12 △5 7 5

7 カフェファラオ ルメール American Pharoah ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ More Than Ready ヘイロー C C B B C C 2 △3 6 -4 

8 サンライズノヴァ 松若 ゴールドアリュール サンデーサイレンス サンダーガルチ ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ C D B B D D 6 ▲ 12 -6 

9 アルクトス 田辺 アドマイヤオーラ サンデーサイレンス シンボリクリスエス ロベルト C D C C C D 9 消 9 0

10 アナザートゥルース Mデムーロ アイルハヴアナザー ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ フジキセキ サンデーサイレンス C C C D B C 13 △4 13 0

11 チュウワウィザード 戸崎 キングカメハメハ キングマンボ デュランダル サンデーサイレンス A B B B B B 4 ◎ 1 3

12 モズアスコット 横山武 Frankel サドラーズウェルズ Hennessy ストームキャット C D B C D D 11 消 5 6

13 インティ 武豊 ケイムホーム ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ Northern Afleet ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ C C D C C D 10 消 3 7

14 ヨシオ 亀田 ヨハネスブルグ ストームキャット ケイムホーム ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ D E E D E E 14 消 16 -2 

15 クリソベリル 川田 ゴールドアリュール サンデーサイレンス エルコンドルパサー キングマンボ B B A A B B 1 ◯ 4 -3 

16 サトノティターン 藤岡康 シンボリクリスエス ロベルト Deputy Minister ヴァイスリージェント A D D E E E 16 消 14 2

※背景色付は特注血統保持馬(名前欄に色付きは母母が保持) ※評価はこのレース中の相対評価になります
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REVIEW

　ここ数年よりは同じ良馬場でもタフな馬場。そんな馬場で揉まれたくないエアアルマスが先手を取って逃げる展開。中盤のペースが緩まずに進んだ結果、近年のチャンピオンズカップの中では上がりがそれ

なりにかかる結果となった。条件や展開もハマったが、それよりも戸崎騎手の完璧な騎乗が目立ったチュウワウィザードが差し切って勝利。
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中京ダート1800mは中距離戦でなおかつ直線の長い左回りコースと

いうことで芝血統の好走が目立つ舞台。シンボリクリスエス産駒

が勝ち数no1。ヴァイスリージェント系の活躍も目立つ。

特殊なコースのため中京ダート1800mはコース適性を如実に問われ

がち。リピーターの活躍が目立っており、この中京ダート1800mで

好走実績ある馬を狙ってみたいです。

○1番人気(3-3-1-3)

△7歳以上(0-1-2-25)

×関東馬で当日7番人気以下(0-0-0-15)

△前走6着以下(0-1-2-39)

△前走負け1.0秒以上(1-0-3-40)

インティかメイショウワザシが逃げるか。平均ペースで進んで上

りも速くなりそう。イン先行勢が有利になるか。

危険な馬
PREVIEW カフェファラオ=ユニコーンSでの圧巻の走りを見る限り、東京マ

イルならばこの馬はすでにフェブラリーSを勝てるぐらいの力があ

る馬。一方でこーなー4回の舞台への適性はそこまで感じません

し、シリウスSは相手も弱かった。ペースが上がる分でパフォーマ

ンスを上げてくる可能性もあるが、、、

　現在のダート中距離路線は芝の中距離路線と同様に上位勢が化け物級でなかなかに逆らえない印象。特にクリソベリル、オメガパフューム、チュウワウィザードの3頭は化け物そのものと言って良さそう

で、基本的にはこれらの馬が出てきたら仕方ないと考えるべきだろう。

　ただ、今回のチャンピオンズカップはクリソベリルとチュウワウィザードが出てきたが、どちらも中京ダートの鬼門である外枠を引いた。それでもクリソベリルなんかは能力だけであっさりとこなしそうで

はあるが、穴が開く可能性が高まったというのも事実。それならばチャンピオンズカップ及び中京ダートのセオリー通りに内枠を利して穴を開けそうな馬から狙うべきレースと見ます。

　本命は◎タイムフライヤーの一撃に期待したい。武蔵野Sではキレる馬たちに伸び負けた感じ。エルムSでは準怪物級のウェスタールンドに0.3秒差をつけていますし、能力としては十分にここでも上位だろ

う。今回は中京ダートではこれ以上ない絶好枠が引けましたし、藤岡佑介騎手折り合い難あるこういうタイプで攻めるには絶好の鞍上か。ラチ沿いをスルスルからの一発に期待したい。

※最終的に◎チュウワウィザードに変更

妙味大な馬
チュウワウィザード=クリソベリルには劣るが、明らかに現役最強

級の一頭。昨年は超ハイレベルだった上に直線で前が詰まってし

まって4着に負けた感じ。前走のJBCクラシックはルメールの意味

不明な積極策で早めに脚を使ってしまった感じで、今回はまとも

ならば上位争いだろう。

穴馬
タイムフライヤー=武蔵野Sではキレる馬たちに伸び負けた感じ。

エルムSでは準怪物級のウェスタールンドに0.3秒差をつけていま

すし、能力としては十分にここでも上位だろう。今回は中京ダー

トではこれ以上ない絶好枠が引けましたし、藤岡佑介騎手折り合

い難あるこういうタイプで攻めるには絶好の鞍上か。

タイム
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チャンピオンズカップ ダート1800m 良想定 平坦 中荒れ C
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枠番 名前 騎手 印 総合評価 想定人気 結果

1 タイムフライヤー 藤岡佑 △2 B 7 8

2 ゴールドドリーム 和田竜 ☆ C 3 2

3 メイショウワザシ 高倉 消 E 15 15

4 エアアルマス 松山 消 C 8 10

5 クリンチャー 三浦 △1 C 5 11

6 エアスピネル 福永 △5 D 12 7

7 カフェファラオ ルメール △3 C 2 6

8 サンライズノヴァ 松若 ▲ D 6 12

9 アルクトス 田辺 消 D 9 9

10 アナザートゥルース Mデムーロ △4 C 13 13

11 チュウワウィザード 戸崎 ◎ B 4 1

12 モズアスコット 横山武 消 D 11 5

13 インティ 武豊 消 D 10 3

14 ヨシオ 亀田 消 E 14 16

15 クリソベリル 川田 ◯ B 1 4

16 サトノティターン 藤岡康 消 E 16 14

日本で無敗の戦績通りにここでは能力が一つ抜けている印象。昨年は超ハイレベル戦を3歳で勝利したわけで、そこからの成長を加味し

ても普通に考えれば鉄板。今回は中京ダートの鬼門である大外枠を引いたことがどれくらいパフォーマンスを下げるかが鍵。

外枠から無理に位置を取ったことでかかり気味になってしまった。状

態面も微妙だった感じで川田騎手のコメントにもその点が表れていま

す。ただ、それでももう少し格好つけると見ましたが・・・

加速が遅い超大型馬で東京ダート2100m専用機の感。この条件は少しレンジからズレますし、何よりも中京ダートで大外枠というのはマ

イナス要素でしかないだろう。

状態なのか距離なのか、全く追走できずに後方のままで終わった。

ワンターンのマイル以下の条件ならばダートでもno1クラス。ただ今回はコーナー4回の1800mになりますし、かしわ記念を見てもコー

ナー4回の条件への適性は低そう。芝時代の戦績を見ても距離も長いだろう。

後方からの競馬になったが最後はしっかり伸びてきて化け物勢に迫っ

た。これにて引退となるそうだ。

どうも今年に入ってからの3戦は衰えを感じさせる内容。ハナを取り切ることができた南部杯でもあっさりと垂れていますし、もう競走

馬としての旬は終わったと考えるのが妥当か。

若干出遅れたがそこから2番手を確保してリズムよく走らせた武豊騎

手のファインプレイ。能力はあるがムラっぽさが出てきたので、なか

なか狙いどころが難しくなってきている。

後方から外を回して差す競馬しかできない印象。前走の武蔵野Sは得意の東京コースで展開も向いての勝利だったが、今回は外を回した

らほぼアウトの中京ダートで距離も長い。いつも通りの競馬をするならばまず無理だろう。

後方追走で何もできなかったあたりは適性がなかったんだろうが、そ

れにしても見所はなかった。この結果を無視するようにフェブラリー

Sでは人気しそうなのでどう評価するかが難しい。

まさかのジャパンカップからの連闘策。出走賞金狙いなだけで上位争いは無理だろう。 2週に続いて有力馬の邪魔をする結果に。この過酷なローテーション

で馬に何かが起きなければいいが・・・

とにかく一本調子の脚しか使えない大型馬で、南部杯は外枠からスピードの持続力を存分に活かす完璧な競馬ができていた。今回は距

離延長もコーナー4回の舞台もマイナスにしか見えませんし、まず難しいんじゃないでしょうか。

好位から運んだがだらーっとした脚しか使えずに終了。やはりワン

ターンのマイル巧者か。どうせフェブラリーSでは人気なので次走注

目馬にはせず。本番では外枠を引ければ本命候補にしていい。

休み明けのエルムSで善戦できたあたり、やはり晩成血統らしくここに来て本格化してきている印象。前走の日本テレビ盃は何がした

かったのかわからないルメール騎手の暴走が敗因でしたし、まともならばここでやれてもおかしくないんじゃないでしょうか。

４コーナーで砂をかぶって失速ということだが、単純に今回はレベル

が高くてバテたという感じも。力はつけてきているが、化け物級相手

ではさすがに厳しかったか。

クリソベリルには劣るが、明らかに現役最強級の一頭。昨年は超ハイレベルだった上に直線で前が詰まってしまって4着に負けた感じ。

前走のJBCクラシックはルメールの意味不明な積極策で早めに脚を使ってしまった感じで、今回はまともならば上位争いだろう。こちら

もクリソベリルと同様に中京ダートでは鬼門の外枠をどうこなすか。

ある程度の位置は取りに行って、そこからはかかるクリソベリルの直

後でじっくりマーク。促しながら直線で末脚を引き出した戸崎騎手の

ファインプレイ。やはり馬も化け物級の能力があった。

芝時代のキャラクターそのままにダートでもスタミナを活かして良さが出ている印象。前走のみやこSは川田騎手の早仕掛けがハマった

感じはあるが、それ以前のレースぶりを見ても能力はそれなりにあるだろう。内枠が引けましたし、あとは三浦騎手がどう乗ってくる

か。

この相手では位置が取れず１コーナーでは不利も。後方から脚を余し

ておりスタミナを活かせなかった。少頭数でスタミナを活かしやすい

交流重賞の方が合いそう。東京大賞典や川崎記念は出れば面白そう。

ワンターンのプロキオンSと武蔵野Sで上位好走。一方でエルムSでは微妙な内容でしたし、やはりダートならワンターンの舞台が合いそ

う。今回は中京ダートで内枠を引けてなおかつ福永騎手という点は魅力だが、ギリギリ印は回らなかった。

最初から後方に下げてインからロスない競馬をするつもりだったか。

化け物級相手にこれだけやれるんだからこの馬も凄い。ダート低迷時

代ならGIでも好走できていたはず。

ユニコーンSでの圧巻の走りを見る限り、東京マイルならばこの馬はすでにフェブラリーSを勝てるぐらいの力がある馬。一方でこー

なー4回の舞台への適性はそこまで感じませんし、シリウスSは相手も弱かった。ペースが上がる分でパフォーマンスを上げてくる可能

性もあるが、ルメール騎乗で2番人気になるならば妙味もない。

特に工夫もなく現時点での能力を試した感じか。緩急の問われる流れ

では現状こんなもの。ユニコーンSだけ走れればフェブラリーSでは面

白そうだが、どうせ人気するので次走注目馬にはしない。

昨年は南部杯で微妙な内容ながら叩き2戦目のチャンピオンズCで一気にパフォーマンスを上げて超ハイレベル戦で2着に好走。今年も南

部杯はさっぱり何もできなかったが、年齢を重ねて休み明けは走らなくなっているのかも。中京ダートでの絶好枠を引くことができま

したし、インをタイトに突ける和田騎手なら穴を開けてもいいか。

スムーズに勝ち馬の後ろをつけて最後までしっかり伸びた。年齢を重

ねて叩き良化型になっている感じ。もう少し走れそうだが、次走はど

こを使うんだろうか。

スタミナを活かして先行する形ならそこそこやれるが、それもGIIIレベルでの話。今回はかなり強い相手になりますし、そう簡単な先

行策にもならなそう。まず厳しいんじゃないでしょうか。

エアアルマスが主張したことでこの馬はハナに行けず。揉まれる競馬

ではこの程度しか走れなくて当然だろう。

東海Sのレースぶりなどを見ても、揉まれずにスムーズな競馬ができればかなり強い馬。前走は長期休養明けでさすがに最後にバテてし

まった感じで、今回は叩いたことでの上積みが期待できる。ただ、揉まれ弱い馬なのでこの内枠をどう克服するかが鍵に。松山騎手の

腕にかかってくるか。

揉まれるのを避けるためにハナを主張。中盤が緩まなかったのがダメ

だったか直線で失速。この馬も強いとは思うが、化け物級の馬たちと

はまだ差がある感じだ。

PREVIEW REVIEW
武蔵野Sではキレる馬たちに伸び負けた感じ。エルムSでは準怪物級のウェスタールンドに0.3秒差をつけていますし、能力としては十分

にここでも上位だろう。今回は中京ダートではこれ以上ない絶好枠が引けましたし、藤岡佑介騎手折り合い難あるこういうタイプで攻

めるには絶好の鞍上か。ラチ沿いをスルスルからの一発に期待したい。

内枠ということで穴人気になっていたが、この馬は芝時代と同様に

ダートでもそこまでキレない。決め手がなくてもなんとかなる条件な

ら準化け物級には太刀打ちできるという感じか。


